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アナリシスパターン４章後半

４．１　企業内区分（省略、前回の勉強会の範囲）

４．２　測定手続き（前回からの続き）

４．３　範囲（省略）

４．４　範囲付きの現象

４．５　出来あがったフレームワークの利用（省略）

第５回アナパタ勉強会資料　H１２．１２．８

ｂｙ　佃　軍治
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４．２　測定手続き
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・測定手続きのインタフェースを
　比較計算、因果計算とで統一
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[キー：次元軸]

組合わせ計算メソッド
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因果計算の処理フロー

（１）測定の生成依頼（関心対象、単純状態型）（１）測定の生成依頼（関心対象、単純状態型）（１）測定の生成依頼（関心対象、単純状態型）（１）測定の生成依頼（関心対象、単純状態型）
（２）測定インスタンスリスト＝（２）測定インスタンスリスト＝（２）測定インスタンスリスト＝（２）測定インスタンスリスト＝
　　　　引数の検索（関心対象、単純状態型）　　　　引数の検索（関心対象、単純状態型）　　　　引数の検索（関心対象、単純状態型）　　　　引数の検索（関心対象、単純状態型）

　　　　入力型の現象型インスタンス毎に、メソッドへの引数とな入力型の現象型インスタンス毎に、メソッドへの引数とな入力型の現象型インスタンス毎に、メソッドへの引数とな入力型の現象型インスタンス毎に、メソッドへの引数とな
る測定インスタンスを現象型、関心対象、単純状態型のイる測定インスタンスを現象型、関心対象、単純状態型のイる測定インスタンスを現象型、関心対象、単純状態型のイる測定インスタンスを現象型、関心対象、単純状態型のイ
ンスタンスをキーに検索し、リスト化する。ンスタンスをキーに検索し、リスト化する。ンスタンスをキーに検索し、リスト化する。ンスタンスをキーに検索し、リスト化する。

（３）計算結果＝（３）計算結果＝（３）計算結果＝（３）計算結果＝
　　　　　計算の実行（測定インスタンスのリスト）　　　　　計算の実行（測定インスタンスのリスト）　　　　　計算の実行（測定インスタンスのリスト）　　　　　計算の実行（測定インスタンスのリスト）
（４）測定インスタンスの生成（４）測定インスタンスの生成（４）測定インスタンスの生成（４）測定インスタンスの生成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（関心対象、単純状態型、計算結果）関心対象、単純状態型、計算結果）関心対象、単純状態型、計算結果）関心対象、単純状態型、計算結果）
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社員Ａの身長は１７０cm、体重は７２Kgである。社員Ａの体重指
標は２５である。体重指標測定後のインスタンス図を書け。
体重指標(Kg/m ２)　＝　体重(Kg)／身長(m)２

＜課題１＞

体重測定手続き：情報測定手続き

体重指標手続き：因果計算

体重/身長２：メソッド

：計算測定

体重指標：現象型

２５Kg/m2：量

：測定

身長：現象型身長測定手続き：情報測定手続き

１．７m：量

操作レベルの
インスタンス

知識レベルの
インスタンス

：測定

体重：現象型

７２Kg：量

社員Ａ：関心対象

状態型は省略

生成

生成

生成
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比較計算の処理フロー

（１）測定の生成依頼（関心対象、比較状態型）（１）測定の生成依頼（関心対象、比較状態型）（１）測定の生成依頼（関心対象、比較状態型）（１）測定の生成依頼（関心対象、比較状態型）
（２）測定インスタンスリスト＝（２）測定インスタンスリスト＝（２）測定インスタンスリスト＝（２）測定インスタンスリスト＝
　　　　引数の検索（関心対象、比較状態型）　　　　引数の検索（関心対象、比較状態型）　　　　引数の検索（関心対象、比較状態型）　　　　引数の検索（関心対象、比較状態型）

　基準の単純状態型、比較対象の単純状態型それぞれに　基準の単純状態型、比較対象の単純状態型それぞれに　基準の単純状態型、比較対象の単純状態型それぞれに　基準の単純状態型、比較対象の単純状態型それぞれに
ついて、メソッドへの引数となる測定インスタンスを現象型、ついて、メソッドへの引数となる測定インスタンスを現象型、ついて、メソッドへの引数となる測定インスタンスを現象型、ついて、メソッドへの引数となる測定インスタンスを現象型、
関心対象、単純状態型のインスタンスをキーに検索し、リス関心対象、単純状態型のインスタンスをキーに検索し、リス関心対象、単純状態型のインスタンスをキーに検索し、リス関心対象、単純状態型のインスタンスをキーに検索し、リス
ト化する。ト化する。ト化する。ト化する。

（３）計算結果＝（３）計算結果＝（３）計算結果＝（３）計算結果＝
　　　　　計算の実行（測定インスタンスのリスト）　　　　　計算の実行（測定インスタンスのリスト）　　　　　計算の実行（測定インスタンスのリスト）　　　　　計算の実行（測定インスタンスのリスト）
（４）測定インスタンスの生成（４）測定インスタンスの生成（４）測定インスタンスの生成（４）測定インスタンスの生成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（関心対象、比較状態型、計算結果）関心対象、比較状態型、計算結果）関心対象、比較状態型、計算結果）関心対象、比較状態型、計算結果）
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次元軸組合せ計算の処理フロー

（１）測定の生成依頼（企業内区分、状態型）（１）測定の生成依頼（企業内区分、状態型）（１）測定の生成依頼（企業内区分、状態型）（１）測定の生成依頼（企業内区分、状態型）
（２）測定インスタンスリスト＝（２）測定インスタンスリスト＝（２）測定インスタンスリスト＝（２）測定インスタンスリスト＝
　　　　　引数の検索（企業内区分、状態型）　　　　　引数の検索（企業内区分、状態型）　　　　　引数の検索（企業内区分、状態型）　　　　　引数の検索（企業内区分、状態型）

（２）の詳細は次ページ（２）の詳細は次ページ（２）の詳細は次ページ（２）の詳細は次ページ

（３）計算結果＝計算の実行（測定インスタンスのリスト）（３）計算結果＝計算の実行（測定インスタンスのリスト）（３）計算結果＝計算の実行（測定インスタンスのリスト）（３）計算結果＝計算の実行（測定インスタンスのリスト）
（４）測定インスタンスの生成（４）測定インスタンスの生成（４）測定インスタンスの生成（４）測定インスタンスの生成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（関心対象、状態型、計算結果）関心対象、状態型、計算結果）関心対象、状態型、計算結果）関心対象、状態型、計算結果）
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引数検索の処理フロー
次元軸組合せ計算の場合

（ⅰ）企業内区分から次元軸要素を取得（ⅰ）企業内区分から次元軸要素を取得（ⅰ）企業内区分から次元軸要素を取得（ⅰ）企業内区分から次元軸要素を取得
　　例：　製品：１１－１０、地理的：北東地区、業種：政府機関　　例：　製品：１１－１０、地理的：北東地区、業種：政府機関　　例：　製品：１１－１０、地理的：北東地区、業種：政府機関　　例：　製品：１１－１０、地理的：北東地区、業種：政府機関
（ⅱ）組合せ計算とリンクしている次元軸に関して、（ⅱ）組合せ計算とリンクしている次元軸に関して、（ⅱ）組合せ計算とリンクしている次元軸に関して、（ⅱ）組合せ計算とリンクしている次元軸に関して、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子次元軸要素を取得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子次元軸要素を取得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子次元軸要素を取得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子次元軸要素を取得
　　例：　地理的次元軸である北東地区の子次元軸要素を取得　　例：　地理的次元軸である北東地区の子次元軸要素を取得　　例：　地理的次元軸である北東地区の子次元軸要素を取得　　例：　地理的次元軸である北東地区の子次元軸要素を取得
　　　　　ニューハンプシャ、マサチューセッシュ、ニューヨーク　　　　　ニューハンプシャ、マサチューセッシュ、ニューヨーク　　　　　ニューハンプシャ、マサチューセッシュ、ニューヨーク　　　　　ニューハンプシャ、マサチューセッシュ、ニューヨーク
（ⅲ）子企業内区分を取得（ⅲ）子企業内区分を取得（ⅲ）子企業内区分を取得（ⅲ）子企業内区分を取得
　　例：　（１１－１０、ニューハンプシャ、政府機関）などを取得　　例：　（１１－１０、ニューハンプシャ、政府機関）などを取得　　例：　（１１－１０、ニューハンプシャ、政府機関）などを取得　　例：　（１１－１０、ニューハンプシャ、政府機関）などを取得
（ⅳ）各子企業内区分に関して、子企業内区分、状態型、（ⅳ）各子企業内区分に関して、子企業内区分、状態型、（ⅳ）各子企業内区分に関して、子企業内区分、状態型、（ⅳ）各子企業内区分に関して、子企業内区分、状態型、
　　　現象型を用いて測定インスタンスを検索　　　現象型を用いて測定インスタンスを検索　　　現象型を用いて測定インスタンスを検索　　　現象型を用いて測定インスタンスを検索
（ⅴ）検索された測定インスタンスをリスト化（ⅴ）検索された測定インスタンスをリスト化（ⅴ）検索された測定インスタンスをリスト化（ⅴ）検索された測定インスタンスをリスト化
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知識

操作

（３）（３）（３）（３）
（１）（２）（１）（２）（１）（２）（１）（２）

（４）（４）（４）（４）

企業内区分

次元軸要素
[階層階層階層階層]

[キー：次元軸キー：次元軸キー：次元軸キー：次元軸]

（ⅰ）（ⅰ）（ⅰ）（ⅰ）

（ⅱ）（ⅱ）（ⅱ）（ⅱ）

（ⅲ）（ⅲ）（ⅲ）（ⅲ）

次元軸組合せの
処理フロー

クライアントが指定するクラス

処理上で関係する他のクラス

（ⅳ）（ⅳ）（ⅳ）（ⅳ）

（３）（３）（３）（３）

0..*1
量

0..*
計算測定

0..*測定
0..*1

0..*

0..*

因果計算比較計算

0..1

継続期間

0..*

実績状態

0..1

0..*

1

計画

0..*

計画状態

1

0..*

0..*

1

手続き

0..*1
関心対象 状態型観測

0..*

1

0..*1 10..*

10..*

1

単純状態形

0..*

比較状態形
10..*

10..*

情報測定手続き

次元軸

次元軸組合せ

1
0..*

10..*
測定手続き

1
メソッド２

0..*

1 メソッド10..*

1..*
現象型

10..*

10..*

0..*

計算測定続き
10..*

1..*

0..* 入力型

結果型

基準

比較対象

0..*
1

0..* 1

組合わせ計算メソッド
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ACM社

米国 ヨーロッパ

西海岸 北東地区

ニューハンプシャー マサチューセッツ

次元軸要素 ACM社

政府機関 金融業 製造業

北東地区北東地区北東地区北東地区
政府機関政府機関政府機関政府機関

企業内区分

業種次元軸

地理的次元軸
ニューハニューハニューハニューハ
ンプシャンプシャンプシャンプシャ
政府機関政府機関政府機関政府機関

ニューハニューハニューハニューハ
ンプシャンプシャンプシャンプシャ
政府機関政府機関政府機関政府機関

（ⅰ）（ⅰ）（ⅰ）（ⅰ）

（ⅱ）（ⅱ）（ⅱ）（ⅱ）

（ⅲ）（ⅲ）（ⅲ）（ⅲ）

次元軸要素を取得次元軸要素を取得次元軸要素を取得次元軸要素を取得

子次元軸要素を取得子次元軸要素を取得子次元軸要素を取得子次元軸要素を取得

子企業内区分を取得子企業内区分を取得子企業内区分を取得子企業内区分を取得

子企業内区分取得イメージ
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４．４．１
範囲属性を持った現象
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４．４．１　範囲属性を持った現象

不在 存在

手続き

測定手続き

量

観測関心対象
1 0..*

観測概念

カテゴリ観測

0..*

1

現象 範囲
0..10..*

現象型

1

0..*

1 0..*

測定
1 0..*

0..* 0..11 0..*

0..*

1

0..*

1

1 0..*

1 0..*
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不在 存在

手続き

測定手続き

量

観測関心対象
1 0..*

観測概念

カテゴリ観測

0..*

1

現象 範囲
0..10..*

現象型

1

0..*

1 0..*

測定
1 0..*

0..* 0..11 0..*

0..*

1

0..*

1

1 0..*

1 0..*

（１）測定の生成依頼、測定結果取得（１）測定の生成依頼、測定結果取得（１）測定の生成依頼、測定結果取得（１）測定の生成依頼、測定結果取得
（２）（２）（２）（２）new（（（（測定結果）測定結果）測定結果）測定結果）

（３）現象のリストを取得（３）現象のリストを取得（３）現象のリストを取得（３）現象のリストを取得
（４）各現象に対して、測定結果が現象の範囲（４）各現象に対して、測定結果が現象の範囲（４）各現象に対して、測定結果が現象の範囲（４）各現象に対して、測定結果が現象の範囲
　　　内にあるかチェックを依頼　　　内にあるかチェックを依頼　　　内にあるかチェックを依頼　　　内にあるかチェックを依頼
（５）測定のインスタンスをカテゴリ観測に分類（５）測定のインスタンスをカテゴリ観測に分類（５）測定のインスタンスをカテゴリ観測に分類（５）測定のインスタンスをカテゴリ観測に分類
　　　（多重分類）　　　（多重分類）　　　（多重分類）　　　（多重分類）

（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）
（４）（４）（４）（４）

（５）（５）（５）（５）

４．４．１　範囲属性を持った現象
（測定インスタンス生成の流れ）
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４．４．２　範囲関数
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手続き

1
関心対象

0..*
観測

1 0..*

0..*

カテゴリ観測

1

1

0..*

測定手続き

現象

1
量

0..*
測定

1 0..*

観測概念

0..*

1

現象型

1

0..*

範囲

範囲関数
0..*1

0..*
1

1 0..*

1
0..*

0..* 1..*

0..* 1

引数

結果

連想関数

0..* 1..*

0..* 1

連想観測
0..*

1

0..*

1

４．４．２　範囲関数
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手続き

1
関心対象

0..*
観測

1 0..*

0..*

カテゴリ観測

1

1

0..*

測定手続き

現象

1
量

0..*
測定

1 0..*

観測概念

0..*

1

現象型

1

0..*

範囲

範囲関数
0..*1

0..*
1

1 0..*

1
0..*

0..* 1..*

0..* 1

引数

結果

連想関数

0..* 1..*

0..* 1

連想観測
0..*

1

0..*

1

（１）測定の生成依頼、測定結果取得（１）測定の生成依頼、測定結果取得（１）測定の生成依頼、測定結果取得（１）測定の生成依頼、測定結果取得
（２）（２）（２）（２）new（（（（測定結果）測定結果）測定結果）測定結果）

（３）範囲関数のリストを取得（３）範囲関数のリストを取得（３）範囲関数のリストを取得（３）範囲関数のリストを取得
（４）各範囲関数に対して、評価を依頼（４）各範囲関数に対して、評価を依頼（４）各範囲関数に対して、評価を依頼（４）各範囲関数に対して、評価を依頼
（５）評価（５）評価（５）評価（５）評価OKのものから結果（観測概念）を取得のものから結果（観測概念）を取得のものから結果（観測概念）を取得のものから結果（観測概念）を取得

（６）測定のインスタンスをカテゴリ観測に分類（６）測定のインスタンスをカテゴリ観測に分類（６）測定のインスタンスをカテゴリ観測に分類（６）測定のインスタンスをカテゴリ観測に分類
　　　（多重分類）　　　（多重分類）　　　（多重分類）　　　（多重分類）

（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３） （４）（４）（４）（４）
（５）（５）（５）（５）

（６）（６）（６）（６）

４．４．２　範囲関数
測定インスタンス生成の流れ
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手続き

1
関心対象

0..*
観測

1 0..*

0..*

カテゴリ観測

1

1

0..*

測定手続き

現象

1
量

0..*
測定

1 0..*

観測概念

0..*

1

現象型

1

0..*

範囲

範囲関数
0..*1

0..*
1

1 0..*

1
0..*

0..* 1..*

0..* 1

引数

結果

連想関数

0..* 1..*

0..* 1

連想観測
0..*

1

0..*

1

（４）（４）（４）（４）a範囲関数→評価（範囲関数→評価（範囲関数→評価（範囲関数→評価（a測定）測定）測定）測定）

　（ⅰ）量の検索　（ⅰ）量の検索　（ⅰ）量の検索　（ⅰ）量の検索
　（ⅱ）　（ⅱ）　（ⅱ）　（ⅱ）self→→→→量チェック（量チェック（量チェック（量チェック（a量量量量)
　（ⅲ）関心対象の検索　（ⅲ）関心対象の検索　（ⅲ）関心対象の検索　（ⅲ）関心対象の検索
　（ⅳ）カテゴリ観測の検索　（ⅳ）カテゴリ観測の検索　（ⅳ）カテゴリ観測の検索　（ⅳ）カテゴリ観測の検索
　（ⅴ）観測概念の検索　（ⅴ）観測概念の検索　（ⅴ）観測概念の検索　（ⅴ）観測概念の検索
　（ⅵ）　（ⅵ）　（ⅵ）　（ⅵ）self→→→→引数チェック（観測概念のリスト）引数チェック（観測概念のリスト）引数チェック（観測概念のリスト）引数チェック（観測概念のリスト）

（ⅰ）（ⅰ）（ⅰ）（ⅰ）

（４）（４）（４）（４）

（ⅳ）（ⅳ）（ⅳ）（ⅳ）

（ⅴ）（ⅴ）（ⅴ）（ⅴ）

（ⅱ）（ⅱ）（ⅱ）（ⅱ）
（ⅵ）（ⅵ）（ⅵ）（ⅵ）

（ⅲ）（ⅲ）（ⅲ）（ⅲ）

４．４．２　範囲関数
範囲関数評価の流れ
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ある企業内区分が重点区分として定義されている。重点区分以
外は損益変動率が-10％以下で問題とされるが、重点区分では-
5%以下で問題とされる。
重点区分である企業内区分の損益変動率が-7%のときのインス
タンス図を書け。（p82 例）

＜課題２＞

引数

結果

根拠

操作レベルの
インスタンス

知識レベルの
インスタンス

：測定

問題損益変動率：現象

：企業内区分

-7%：量 ：連想観測

：範囲関数損益変動率：現象型

-5%未満：範囲

：測定手続き

重点区分：現象

：カテゴリ観測

生成

生成


